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抄

浸透性殺虫剤 `̀Systox"及び `̀Atc一aSySlox"の異性
化現象について

A.flengleinundC.Schrader.'ZurKenntnis
derlsomerie-Erscheinungen LeidenSystem-
Insektiziden"Systox"und"Aletasystox".
Z.Naturforschg.10h..12-19(lf)55)

一巡のチオ燐酸エステル系殺虫剤は班者等によって
発見され, ドイツバイエル社より発売されてゐるも､の
であるが,これらの物質のチオ燐敢部分が次図の様な

苅性化をすることが既に知られてゐる｡

S . 0

:8> p乙 0- - 二3'pfs-
'nliono壁壬 .Thiol珪望

?狂者はこの柾の化合物申浸透性殺虫剤として重要な

HSystox"及び uMetasystox''の只性化について報告
してゐる｡

kcal/mol,〃ATetasystox'_'が 22.8kcal/molであって,
異性化反応は室温に於て矧 こ除々に起り,又同一山
姥でば朋etasystox"の方が HSystox''J:りも反応迷

収大きく,溢班上昇による反応速F)Eの増加は"Systox"
の方が大である0-万,極性浴媒はこれら反応を促進し,

一無極性溶媒は阻害するが "Systox"はHMetasystox"
よりもこれらの溶媒或は乳化剤等の膨班を受け易い.
これらのことは本反応がイオン反応でありHMetasys-
toxMの methyl基が "SystoxHの Athyl益よりも

強い極性を有することから説明出来る｡

これらの異性化反応の虫的研究は実用面に於いて非
常に韮要である｡即ちこれら化合物の出道条件は当方犬

l 両只牲体の生成割合にLr珍響し,又これら製品の班FT]貯
蔵等に於ける条件が両異性休の平衡に関係する｡一方

〟Systox" ち "Metasystox" もその Thiol型が
Thiono型より10-100倍も水溶性で,従ってこれら
物質の彦透殺虫性は主として Thiol型によると考へ
られ,又その詔性も下表の如く Thiol型の方が著し

S

≡…8>pJ7-ocH2Cll,-S-C,flS -

〔0,0-I)iathyトthionophosphors去ure-
-0-(β-S-athyl)-ester〕

Thiono-i･systoxM
(''Metasystox" :

●̀Systox''及び HAIctasystox"の)n特性化は比蚊的鑑
別で山f)副反応等も起りにくく,反応の定虫的研究に
通してゐる｡空荘者等は赤外線分光分析によって, この
L､31比化反応速度を測定し,又 この反応速度に対する溶

脱の雌班をau足した.
その紙Lf主によると Thino型から Thi｡l型穴の男

性化反古L;の活性化エネルギーは "Systo羊''-が L)5.4

0

若tt.o>p'-S-cI.,CII2-Si-C2H5

〔0,OII)iathyl-phosphorsaure-S-(p-S-
-athyl)一athyl-ester〕

Thi()1-uSystox''
0,0-Dimetllyl-ester)

く一大であるからである｡
LD50 Ratteperos

Thiono一山Systox'': 30mg/kg
Thio1-HSystoxり: 1.5-2.Omg/kg

諾 霊 '.･～elteatsayssyts.txq･x":: 霊 ooommdkkdg
猶市販品は Thiono艶 70プo/,Thiol星型 30% の氾

合物である｡(榊Jfu'i2[5)
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